
秋2024
発行：老人保健施設はまゆう
〒680-0924  鳥取市野寺62-1
TEL（0857）51-7801  FAX（0857）51-7810
特別養護老人ホームはまゆう
〒680-0923  鳥取市服部204-1
TEL（0857）51-7838  FAX（0857）51-7837
特別養護老人ホームのでらはまゆう
〒680-0924  鳥取市野寺67
TEL（0857）51-8188  FAX（0857）51-7078

　いつも、医療と福祉の郷はまゆうを御利用いただき有難うございます。賛幸会が運営する通所事業所では、ご利用者が自立した生活を取り戻
し、地域で安心して暮らせるようサポートを行っております。
　デイケアセンターはまゆうでは、「医療を中心とした病院同様の専門的なリハビリやケアの提供」、「ご利用者の自立した在宅生活の継続支援」
を目指し、ご利用者の心身の状況や生活環境に応じて、医師とリハビリ専門職（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士）・看介護職が協力しながら
心身機能の改善・回復に向けた具体的な目標設定によるリハビリ提供、さらに、定期的な評価を通じて進捗状況を確認し、ご利用者一人ひとり
に最適なリハビリを提供しております。はまゆうデイサービスセンターでは、１年365日営業、長時間利用対応によるレスパイト（家族の介護
負担軽減）機能対応、入浴などの身体的介護、日常生活の維持のための機能訓練、趣味活動や余暇活動など、ご利用者が快適な生活を続けられ
るようサポートしております。また、はまゆう中町デイサービスセンターでは、少人数制による個別対応で、調理などの家事活動、趣味活動、レ
スパイト機能を提供しております。
　この度、賛幸会は創立25周年を迎えることができました。その間に介護保険制度における介護やリハビリに対する国の考え方や、デイケアと
デイサービスに求められる役割も変化してきました。
　デイケアでは、心身機能の改善だけでなく、「活動」や「参加」への繋がりを重視したリハビリマネジメントを実施し、個別の目標達成に向け
たリハビリ機能の強化や、集中的にリハビリに取り組む短時間利用の推進などが求められています。また、必要に応じてデイサービスへの移行
が促進されることもあります。一方、デイサービスでは、長時間の利用を通じてレスパイトケアを提供し、日常的なケアを中心にデイケアで得
た機能の維持・向上を図る役割が求められています。
　このような国の方針からも、「これからはニーズ（必要性）・心身の状態に合わせてサービスを柔軟に組み合わせていく時代である」と言える
でしょう。デイケアとデイサービスをご利用者の状況やニーズに応じて組み合わせることで、「長期的な自立支援・在宅生活の維持」が可能とな
ります。賛幸会が運営する通所事業所では、ご利用者の多様なニーズに応じて、デイケアとデイサービスを柔軟に組み合わせられる仕組を整備
しております。また、「デイケアとデイサービスの特色を活かした区別化・機能分け」、「デイケアでのリハビリテーション特化型の短時間サービ
ス提供」、「デイケアとデイサービスの連携」をさらに進め、ご利用者一人ひとりに最適なサービスを提供できるよう取り組みを進めております。
　今後も、ご利用者が在宅生活を継続でき、住み慣れた地域で自分らしく生活できるような「地域に根差し地域に寄り添った、無くてはならな
い賛幸会」通所事業所となるよう努めてまいります。
　併せて、賛幸会では、常勤医師３名と経験豊富な医療スタッフによる充実した医療提供及び感染対応によりコロナ禍において一定の成果を挙
げたことを受け、対応策を緩和することを宣言いたします。これは、感染症によるご利用者及びご家族の日常生活への影響を最小限に抑えるた
めの一歩です。引き続き、施設内でのクラスター発生を防ぐための感染予防対策に努めてまいります。これまでの皆様のご協力に心から感謝申
し上げます。健康と安全を守るため、私たちはこれからも最善を尽くしてまいります。今後とも変わらぬご支援、ご協力をお願い申し上げます。

通所リハビリ（デイケア）と通所介護（デイサービス）の
機能分けと連携及び施設のコロナ制限の緩和

　秋のお彼岸が近い９月19日に、お団子
作りをしました。
　団子の粉に豆腐を加えてよく練り、紅・
白・緑の３色団子を作り、あんこをのせ
てみんなで美味しくいただきました。
　また作る機会があれば、参加したいと
言われていました。

お団子作り

お花畑
　９月中旬頃からデイケア横の中庭で
お花畑を始めました。ご利用者に季節
に合った花の種類や植え方などを教わ
りながら一緒に植えました。
　心が和む中庭で、素敵な時間
をお過ごしください。

医療法人賛幸会　通所統括次長　 

竹内　幸治

デイケアデイケア

デイサービスデイサービス



　平均気温が昨夏より2度を超えた記録
的な暑さの夏を乗り越え、迎えた秋。
　はまゆうの栗の木は、大きな大きな栗
をたくさん実らせました。厳しい試練
を耐えた逞しさに感銘を受けました。
実りの秋に美味しくいただいた栗おこ
わのパワーで、本年の総仕上げを頑張り
ます。

おやつバイキングとお茶会

詳しくはこちら▶

■ 採用窓口電話

TEL.0857-51-7801
（担当 山根・桑村）

有難うございます有難うございます有難うございます有難うございます

長石　啓子様　村上美利子様　小泉　良子様
中嶋　玲子様　竹内　栄子様　矢山ツタエ様
横原三恵子様　荻原由紀子様　田中　　真様
ハープアンサンブル鮎様

小倉むね子様ご家族様
三宅功一郎様
牧本　　彪様

寄付・寄贈

―― 写真、氏名の掲載については、ご本人、又はご家族のご了承を得ています。――

おはぎ作り

面会について
　対面面会の他、無料通話アプリ「LINE」を使用したオンライン面会、また、２名までの場
合は対面、３名以上は窓越しでの面会を実施しております。いずれも予約制となりますの
で、希望されるご家族様は、各事務所までお問い合わせください。

寄 付 金

日本人形

お気軽にご連絡ください！

お寿司を食べました 特養のでらはまゆう特養のでらはまゆう

職員募集

老健老健

グループホームグループホーム

短期入所生活介護施設はまゆう短期入所生活介護施設はまゆう

　事前に短冊に願い事を書いていただき、発表しました。
　笹に飾り付ける時は「よく孫としたなあ。」と嬉しそうに
話されていました。歌をうたったり、手作りのゼリーを食
べたり楽しいひと時でした。

　秋になり、涼しくなってきました。中町デイサービスでは、秋の収穫・
種まきのシーズンに入り、芋掘りと、たまねぎの種を植えて育てること
にしました。ご利用者にアドバイスをいただいて、農業初心者の職員も
土作りや畝づくりをしっかりとこなすことができ、無事に収穫と種まき
を終えることができました。たまねぎは約一か月後には苗になり、畑に
植えます。来年の春にはおいしいたまねぎが収穫できる予定です。

　お茶会を開催しました。
　ご利用者と職員でお茶
を点て、酷暑の中ほっと
一息ついていただき
ました。

　おやつバイキングを開催しました。
　皆さんに自由におやつを選んで食べていただき、
美味しく楽しい時間となりました。

　秋のお彼岸と中
秋の名月というこ
とで、９月17日に
おはぎ作りをしま
した。
　「何年も作ってな
いなぁ」「楽しい」と

手際よくつぶしたり丸めてくださいました。
　「美味しかった　またしてな」と喜んでおられました。

　ご利用者からの希
望で、ちらし寿司を
作りました。
　「昔、ばら寿司を
作ったのを思い出し
た」「色々な物が入っ
ていて美味しかっ

た」と会話もはずみ美味しく楽しい時間を過ごされました。

七夕会

中町デイサービス芋掘りとたまねぎの種を植えました

たまねぎの苗ができます

たまねぎの苗ができます

お芋、掘れた～
お芋、掘れた～

ボランティア


